
パラスタス 大斎第２第３第４のスボタ聖体礼儀（死者のための） 

聖體禮儀に本調の眞福詞、六句に。聖入の後に讃詞、 

トロパリ 

 

 

光栄は父と子と聖神に帰す 
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今も何時も世世にアミン (８調、常に福と同じ) 

生神女、聘女ならぬ聘女、／信者の救いよ、 

我等は爾を垣墻
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提綱、６調 ＜使徒経は「スボタ」の項を見よ。＞P110 

彼等の霊は福に居らん。 

句、主よ爾に我が霊を挙ぐ。吾が神よ、爾を恃む我に世々に愧
はじ

なからしめよ 

 

 

使徒経：第２土曜：エウレイ309端と270端、第3土曜日エウレイ325端と270端、第4土曜

日313端と163端 

 

「アリルイヤ」８調 

 

(句)主よ、爾が選び近づけし者は福なり、彼等の記憶は世世に在らん」。 

 

福音經はマルコ六端、又イオアン十六端。 

 

領聖詞、「義人よ、主の爲に喜べ」。又、「主よ、爾が選び近づけし者は福なり」。 
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